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強い会社の着眼点（第12回）
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スマートフォンの普及は、商品の購買行動も大きく変化させている。20年ほど前までならば、消費者として製品やサービスを
購入するには店頭に出向くことが当たり前だった。それがパソコンの前でクリックすればさまざまなモノが買えるようになり、
気が付けば手元のスマホからいつでもどこでも購買が可能になった。購買機会と手段が多様化しているのだ。

こうした状況は、商品やサービスを提供する側から見れば、販売チャネルを複線化できることを意味する。コロナ禍で店頭
への来店客が激減した中でも、ネット通販に力を入れて従来以上の売り上げを確保したという店舗のトピックも聞くほどだ。
これまで手掛けていなかったネット通販などの電子商取引（EC）を活用することで、売り上げ増に期待できる可能性は高い
。

右肩上がりの「ECサイト」、物販系は特に市場規模拡大

国内の消費者向けのECは、右肩上がりで市場規模が拡大している。経済産業省の「令和2年度産業経済研究委託事業（
電子商取引に関する市場調査）」では、2020年の消費者向けECの規模を19兆2779億円と報告している。前年の19兆3609
億円からは微減だが、わずか7年前の2013年には11兆1660億円だったことを考えると、市場規模は大幅に拡大している。

2020年に微減となったのは、コロナ禍の影響で旅行サービスを含むサービス分野のEC市場が大幅に減少したためと考え
られる。物販系分野のECは、巣ごもり消費の影響もあって前年比21.7％増の12.2兆円へと大幅な増加を見せている。

物販系ECの内訳を見ると、「生活家電・AV機器・PC・周辺機器等」（2兆3489億円）、「衣類・服装雑貨等」（2兆2203億円）、
「食品、飲料、酒類」（2兆2086億円）、「生活雑貨、家具、インテリア」（2兆1322億円）の各カテゴリーが上位を占め、4カテゴ
リーで物販系分野の73％に達する。これらの分野を中心に、ECサイトの拡充が消費者の購買行動にフィットする動きになる
だろう。

【急成長する電子商取引（EC）市場】
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商品梱包や受発注などの実労働も増加、人手確保の方法も要検討… 続きを読む
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